
平成５年に旧富士川町社会福祉協議会が、中学生を対象にした地域交流体験教室を宮町白寿会に協

力を仰いだことから、地域交流体験教室（正月のお飾りづくり）が始まった。その後富士川第一中学

校の事業となり、宮町ベタークラブ、富士川地区福祉推進会が協力し、毎年多くの地域団体や地域住

民に支えられ、教室が開催されている。歴史あるお飾り作りを通じて、生徒と地域そして学校との交

流が深まっている。

活動内容等

富士市
富士川第一中学校地域交流体験教室協 力 会
ふ じ か わだいいちちゅうがっこうちい きこうりゅうたいけんきょうしつきょうりょくかい

（宮町白寿会・宮町ベタークラブ・富士川地区福祉推進会）
みやちょうはくじゅかい みやちょう ふ じ か わ ち く ふく しすいしんかい

(1) 事業の目的

及び活動の方

向性

・富士川地区の伝統的な手法で作り上げる正月のお飾り作りを通して、郷土の

伝統文化の理解を深めるとともに、地域のよさ知る機会とする。

・地域の人やお年寄りと接することで、思いやりの心や感謝の気持ちをもつよ

うになる。

(2) 活動体制等

（連携する団体、

子供･地域住民

等の参加状況、

活動年数等）

・連携する団体：宮町白寿会・宮町ベタークラブ・富士川地区福祉推進会

その他の地域住民（お飾り作りに必要な資材の提供）

・参加状況：令和元年度は、富士川第一中学校１､２年生 125 名を対象に、

開催し、協力会のメンバー22 名が参加し、指導にあたる。今年度は、コロナ

ウイルスの影響で中止

・平成５年当初の活動から合わせると、約 25年活動している。

（3）活動内容及

び成果

富士川地区伝統の手法を使ったお飾り作りを指導してくださるので、生徒にと

って身近な課題となる上、富士川地区を改めて見直す機会となっている。自分

で作ったお飾りを家に持ち帰るため、家族ともお飾りを通じたコミュニケーシ

ョンを育むことができる。大変な事前の準備をお年寄りが行い、指導してくだ

さるので、感謝の気持ちも芽生えている。

(4) その他

特記事項

宮町白寿会：富士川地区の宮町区の悠容クラブ（老人会）

宮町ベタークラブ：富士川地区の宮町区のボランティアグループ

※小中学生の見守り活動も継続的に行っている。

富士川地区福祉推進会：富士川地区の福祉活動を進める団体


